
79

責了

ものの数を数えて、同じ数の●
と対応させます。

1～5までの数字が書けるようにします。
書き順にも注意させてください。

3
ページ1　なかまづくりと　かず3

1～5までの具体的なものの数
を数字で表します。

1～5までの具体的なものと数字と●の
数を対応させます。

4
ページ1　なかまづくりと　かず4

　　　　　　　　　　 　　こ

　　　　　　　　　　 　　こ

13 21
15 24

1

2

2

3

1
ページ1　なかまづくりと　かず1

1対1対応で線で結ばせ、余っ
たほうが多いことに気づかせましょう。

2
ページ1　なかまづくりと　かず2

1　

2　

3　

（ ）

（ ◯ ）

●ドリルやテストがおわったら、うしろの
 　「がんばりひょう」にシールをはりましょう。
●まちがえたら、かならずやりなおしましょう。
 　「考

かんが

え方
かた

」もよみなおしましょう。
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80

サイコロの●の数から、6の合
成ができるようにします。
おはじきなどの具体物を使って、7の分

解ができるようにしましょう。

7
ページ1　なかまづくりと　かず7

17 22
36 44
54 69

●の数から、8の分解ができる
ようにし、数字でも表せるようにします。

8、9を、たとえば「2と6」、「4と5」
のように、2つの数に分解できるようにし
ます。

8
ページ1　なかまづくりと　かず8

13 28
16 22
39 410

10を2つの数に分解でき
るようにします。

10になる数の合成の組み合わせが数字
だけで選べるようにします。

と

と

と

と

と

と

と

と

2 5

5 8

具体物を使って、5の分解がで
きるようにします。

数字を見て、5の分解ができるよう
にします。

5
ページ1　なかまづくりと　かず5

10までの具体的なものの数を
数えて、同じ数の●と対応させます。

6～10までの数字がしっかりと書ける
ようにしましょう。

6
ページ1　なかまづくりと　かず6

1

2

3

7

27

7

73

5

6
5
2

4
4

1

7

31

3

5

2

4
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「まえから～ひき（にん・だい）」は、
先頭から～ひきめ（にんめ・だいめ）までの
まとまりを指し、「まえから～ひきめ（にん
め・だいめ）」は、1つだけを指します。

　この違いを理解させることが大切です。

11
ページ2　なんばんめ11

15ばんめ 2うさぎ
34ばんめ 4いぬ
14、3 25、2

順序を表すには基準点が必要で、
「まえから」「うしろから」のほかに「うえか
ら」「したから」という表し方もあります。
例えば、みかんの位置が「左から4番目」
と「右から3番目」と2通りの表し方がある
ように、ものの位置を表すには、必ず2通
りの表し方があります。基準点を変えると、
同じものでも違う表し方があることに気づ
かせてください。

12
ページ3　あわせて　いくつ　ふえると　いくつ12

14こ 23こ
しき　1+4=5 こたえ　5ひき
しき　2+3=5 こたえ　5さつ

1 具体物をあわせて、数の変化を
考えることにより、「あわせる」ことでたし
算が用いられることの準備をします。
2 3 「あわせる」ことに対してたし算を用
いることを、しっかりと理解させます。「あ
わせて」がたし算になることを強調します。

1

2

3

9
ページ1　なかまづくりと　かず9

1
 

 （　　　） （　◯　）

2

 （　◯　） （　　　）

1 　 2 　 3 　4 　 5 　 6　
2 　 6 　7 　 8 　 9 　10　

具体物の大小、数字の大小が理
解できるようにします。

1～10までの数のどこから始めても、
順番に唱えられ、数字を書くことができる
ようにしましょう。
「何もない」という意味としての0が、他
の数字と同じ仲間としてとらえられるよう
にします。

10
ページ2　なんばんめ10

1まえから　2ひき

2まえから　2ひきめ

3うしろから　5にん

4うしろから　5にんめ

1まえから　3だい

2うしろから　3だいめ
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13
ページ3　あわせて　いくつ　ふえると　いくつ13

17ひき 28ほん
しき　4+2=6 こたえ　6わ
しき　3+4=7 こたえ　7ひき

1 具体物の増加による数の変化を
考えることにより、増加でたし算が用いら
れることの準備をします。
2 増加に対してたし算を用いることを、
しっかりと理解させましょう。「ふえると」
がたし算になることを強調します。
3 いけの中にいて、あらたに4ひき「はい
る」がたし算になることを理解させましょ
う。

14
ページ3　あわせて　いくつ　ふえると　いくつ14

12 24
37 47
56 610
79 89
99 010
Q10 W10
しき　4+5=9 こたえ　9にん
しき　6+4=10 こたえ　10だい

1 くり上がりのない1けたの数と
1けたの数のたし算は、確実にできるよう
になるまで練習させましょう。
2 あわせる（合併）たし算です。あわせる場
面なので、式は5+4=9でもかまいませ
ん。
3 ふえる（増加）たし算です。ふえる場面な
ので、式は4+6=10とすると誤りにな
ります。 2 との式の意味の違いを理解さ
せることが大切です。

1

2

3

1

2

3

15
ページ3　あわせて　いくつ　ふえると　いくつ15

13 28
31 47
2、5

1 たし算カードを用いて、たし算
の習熟を確実なものにしましょう。
2 0がほかの数と同じ仲間としてたし算で
きることを理解させ、0のたし算ができる
ようにします。
3 絵と式からたし算のお話をつくります。

16
ページ3　あわせて　いくつ　ふえると　いくつ16

13 26
39 48
58 69
710 85
1しき　4+3=7 こたえ　7ほん
23、4、7

1 1けたの数と1けたの数のたし
算で、答えが 10以下になるものがしっか
りと身についているか確認してください。
2 絵と式から具体的なたし算の場面を想像
し、たし算の式になる問題をつくることが
できるように指導してください。

たし算をする場面として、「あわせ
る（合併）」場面と、「ふえる（増加）」場面を
学習します。なぜたし算をするのかを、具
体的な場面を通してしっかり理解させてく
ださい。また、答えが 10までのくり上が
りのないたし算の計算を、しっかり習熟さ
せましょう。

17
ページ4　のこりは　いくつ　ちがいは　いくつ17

11こ 23こ
しき　5-3=2 こたえ　2ひき
しき　4-1=3 こたえ　3びき

1 3+1 7+2 2+8

4 9 10
2

3

1

2

1

2

3
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1 「のこりは」で数の変化を考える
ことにより、ひき算が用いられることの準
備をします。
2 3 のこった数を求めるのにひき算を用
いることを、しっかりと理解させましょう。
「のこりは」がひき算になることを強調します。

18
ページ4　のこりは　いくつ　ちがいは　いくつ18

しき　6-2=4 こたえ　4こ
14 23
34 42
57 63
78 81
しき　10-3=7 こたえ　7ほん

3 のこりの数を求めるひき算には、
部分の数を求めるものも含まれます。どん
な仲間の数を求めるのかを考えさせること
が大切です。

19
ページ4　のこりは　いくつ　ちがいは　いくつ19

1 ひき算カードを用いて、ひき算
の習熟を確実なものにしましょう。
2 ひき算をすることにより、同じ答え（差）
になるものを見つけます。

1

2

3

1

1 1 3

4 4 8

2-1 5-4 6-3

8-4 10-6 9-1

2 3-1 10-7 9-4 8-2

8-5 9-3 10-8 7-2

20
ページ4　のこりは　いくつ　ちがいは　いくつ20

1しき　4-4=0 こたえ　0こ
2しき　4-0=4 こたえ　4こ
10 20
30 40
53 68
79 80

1 ひかれる数と同じ数をひくと答
えは0になること、ひかれる数から0をひ
くと答えはひかれる数になることを、具体
物を数えることにより、理解させます。
2 ひかれる数と同じ数をひくひき算、0を
ひくひき算、0-0のひき算の練習をしま
す。

21
ページ4　のこりは　いくつ　ちがいは　いくつ21

1すいか
2しき　7-4=3 こたえ　3こ
しき　9-7=2 こたえ　2ひき

のこりの数を求める（求残）ひき算だ
けでなく、2つの数の違いを求める（求差）
ときにもひき算を使うことを理解させま
しょう。具体物を用いて1対1に対応させ、
ひき算を用いて違いが求められることに気
づかせてください。

22
ページ4　のこりは　いくつ　ちがいは　いくつ22

しき　9-4=5
 こたえ　かめが　5ひき　おおい。
3、6、3

1

2

1

2

1

2
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1 違いを求める場合、ひかれる数
とひく数の差の数だけ多いことを理解させ
ましょう。また、問題文に出てきた順に式
を書いてしまい、4-9=5とするミスが
見られます。ひき算では必ず、ひく数より
ひかれる数のほうが大きくなることを徹底
させましょう。
2 多い数から少ない数をひくひき算により、
違いを求めることができることを理解させ
ます。

23
ページ4　のこりは　いくつ　ちがいは　いくつ23

しき　7-3=4 こたえ　4こ
11 25
31 42
57 65
1しき　8-5=3 こたえ　3びき
28、3

1 のこりの数を求める求残のひき
算です。
3 1数の違いを求める求差のひき算です。
このひき算では、大きい数から小さい数を
ひきます。まず、それぞれの数をまちがえ
ないように数えさせましょう。

　2絵と式から具体的なひき算の場面を想像
し、ひき算の式になる問題をつくることが
できるように指導してください。

ひき算をする場面として、「のこり
を求める（求残）」場面と、「違いを求める（求
差）」場面を学習します。なぜひき算をする
のかを、具体的な場面を通してしっかり理
解させてください。また、くり下がりのな
い 10までの数のひき算の計算をしっかり
習熟させましょう。

1

2

3

24
ページ5　どちらが　ながい24

1 （　○　）
 （　　　）

2 （　　　）
 （　○　）

1　 たて（　　　）
 

よこ（　○　）
2 たて（　○　）
 

よこ（　　　）

1 1左端がそろっているので、右
に出ているほうが長いことになります。
　2両端がそろっているので、曲がっている
ほうが長いことになります。
2 折って比較する直接比較や、テープを
使った間接比較によって長さの比較ができ
ることを知り、長短がわかるようにしま
しょう。

25
ページ5　どちらが　ながい25

1れいぞうこの　たかさ
2でんわの　はば
つくえの　よこ
あ  （○）
い  （　）

1 比較するものが3つ以上あると
ころから、「いちばんながいもの」「いちば
んみじかいもの」を選ぶ方法を理解させま
しょう。
2 鉛筆1本分の長さを任意の単位として、
それがいくつ分かで長さを比べます。
3 車両の数で長さを比べます。あは8両分、

いは7両分の長さです。

1

2

1

2

3
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26
ページ5　どちらが　ながい26

16つぶん 23つぶん
3まじっくが　ますの　3つぶん　ながい。
あ

1 ますの数で長さの測定をして、
長さの比較をします。3右端がそろってい
るので、左に出ている分が長いことになり
ます。
2 つみきの数の大小で高さを比較できるこ
とに気づかせましょう。

27
ページなかまづくりと　かず／なんばんめ27

　　（　　　）（　◯　）

　　（　◯　）（　　　）

1 　 3 　4 　 5 　 6 　7 　
2 　5 　 6 　7 　 8 　 9 　
15ばんめ、2ばんめ
21ばんめ、6ばんめ

1 1～10までの数の大小が、理
解できているか確認します。
2 1～10までのどこから始めても、順番
通りに数字が書けるか確認します。まちが
えた場合は、1つずつ声に出して数えなが
らゆっくりと考えさせましょう。
3 基準点を変えると、同じものでも違う表
し方があることを、確認します。

1

2

1
1

2

2

3

28
ページ

あわせて　いくつ　ふえると　いくつ
／のこりは　いくつ　ちがいは　いくつ28

15 27
39 48
510 60
71 82
94 08
Q0 W6
しき　5+3=8 こたえ　8わ
しき　7-4=3 こたえ　3つ

1 1けたどうしのくり上がりやく
り下がりのない計算の定着を確認します。
2 ふえる（増加）場面のたし算です。
3 違いを求める（求差）場面のひき算です。

29
ページどちらが　ながい29

1

 あ（ ）
 い（ ◯ ）

2
 たて（ ）

 よこ（ ◯ ）

1だいこん 2じゃがいも

1 長さを比較できるかを確認しま
す。
2 1左端がそろっているので、いちばん右
に出ているものを選びます。

1

2

3

1

2
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30
ページ6　わかりやすく　せいりしよう30

1（右図） 

り
ん
ご

み
か
ん

い
ち
ご

く
　
り

2くり
3りんご
4（下図）

1果物が混在しているので、それぞ
れの果物1つずつに印をつけながら絵グラ
フに色をぬるとよいでしょう。

　23絵グラフに表すと、数の大小がわかり
やすくなることに気づかせてください。

31
ページ6　わかりやすく　せいりしよう31

11ぱん
22はん
3いちご

122つある絵グラフを見て、結果
を比較できるようにします。

　32つある絵グラフの結果から、どういう
ことがいえるかを学習します。

32
ページ7　10より　おおきい　かず32

112 215
313 420

十進法の原理について、基本的な理
解を図りましょう。10のまとまりと端数
に分ける、「10といくつ」という数になる
ことを身につけます。また、10のまとま
り2つで 20となることも習得します。

33
ページ7　10より　おおきい　かず33

114 211
319
116 220

1

1

1

1

2

1 具体物を数えるにあたり、10
のまとまりをつくるとわかりやすくなるこ
とに気づかせましょう。
2 1は「2、4、6、…」と2ずつ、2は「5、

10、…」と5ずつ数えて 10のまとまりを
つくり、数えていく工夫をすることを学習
します。

34
ページ7　10より　おおきい　かず34

115ひき 213ばんめ
12 210
111 214
310 47

1 10より大きい数でも、順番の
数え方は 10までの数と変わりません。
2 「10いくつ」が 10と端数であることを、
具体的に□を数えながら身につけます。
3 「10と1で11」、また逆に「11は10と1」
であるというように、「10いくつ」が 10
のまとまりと端数であることに気づかせま
す。

35
ページ7　10より　おおきい　かず35

1 　13　14　15　16　

2 　12　14　16　18　20　
115 213
15

数直線のしくみを学習します。
1 うさぎ、カンガルーの位置の数字をよみ
ましょう。
2 数直線を左からよんでいくと、右へ行く
ほど数が大きくなっています。2は2とび
になっています。
4 横一列に 10を○で囲むと、数えやすい
でしょう。

1

2

3

1

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1011121314151617181920

2

3

4
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36
ページ7　10より　おおきい　かず36

112 218
310 410
113 215
319 410
510 610

「10いくつ」が 10と端数であるこ
とを、たし算、ひき算で確認します。

37
ページ7　10より　おおきい　かず37

122 235
324 433
117 218
319 415
515 613

2 「10いくつ」の数を「10」と「い
くつ」に分け、「いくつ」どうしをたしたり
ひいたりします。その計算の結果を分けて
おいた 10とあわせて答えを出します。

38
ページ7　10より　おおきい　かず38

114 236
1あ 13　 15  い 20　 18
　　 （ ）　（◯） 　 （◯）　（ ）
2 　 8 　10　 12　 14　16　
116 218
319 410
513 614

十進法の原理の基本的な理解ができ
ているかを確認しましょう。
1 10と端数を具体物で数え、「10いくつ」
の数で表すことを確認します。
2 数直線の左側は小さい数で、右側は大き
い数であることを理解しているか確認しま
しょう。

1

2

1

2

1

2

3

10以上 20未満の数が、全て「10
といくつ」という構成になっていることを
理解しておくと、20以上の大きな数を学
習するとき、容易に移行することができま
す。しっかり理解させましょう。

39
ページ8　なんじ　なんじはん39

13じ 23じはん
34じ
1　　　　　　　　2

あ　　　　　　　　い

　 （　○　）　　　　　（　　　）

「～時」「～時半」の時計が読めるよ
うになることが目標です。短針が「時」を表
すことを理解し、長針が「～時」は 12、「～
時半」は6を指すことを確認させましょう。

40
ページ9　３つの　かずの　けいさん40

しき　2+3+4=9
 こたえ　9ひき
17 27
38 49
56 614
713 816
917 016

1 2回増加するものについては、
1回目の増加分をたし算した答え（和）に2
回目の増加分をたし算することを理解させ
ましょう。
2 3つの数のたし算の練習です。左から順
に計算していけばよいことを確認します。

1

2

12

67
8

9 3
4

5

2
111

10
12

67
8

9 3
4

5

2
111

10

3

12

67
8

9 3
4

5

2
111

10
12

67
8

9 3
4

5

2
111

10

1

2
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41
ページ9　３つの　かずの　けいさん41

しき　8-1-5=2
 こたえ　2こ
しき　7-3+4=8
 こたえ　8ひき
14 22

1 2回減少するものについては、
1回目のひき算の答え（差）に2回目のひき
算をすることを理解させましょう。
2 減って増えるものは、ひき算をして求め
た答え（差）にたし算することを理解させま
しょう。

42
ページ0　どちらが　おおい42

1あ い
　  

　（　○　） （　　　）
2あ い
　  

　（　　　） （　◯　）
い→あ→う

1 1片方の容器に移し替えて、あ
ふれることによって、かさ（容積）が多いこ
とを判断します。

　2同じ大きさの容器に移し替えて、水面の
高さを比べることでかさを比較します。
2 水面の高さは同じなので、容器が大きい
ほどかさが多いことになります。

1

2

3

1

2

43
ページ0　どちらが　おおい43

1あ5はい い8はい
2いの　ほうが、3ばいぶん　おおく
　はいる。
あ→う→い

小さいコップを任意の単位にして、
その数の大小でかさを比較します。

44
ページQ　たしざん44

11 21
31 42、12
113 211
314 415
516

1 1けたの数どうしのたし算で、
くり上がりのある計算のしかたを学習しま
す。たされる数の9はあと1で 10になる
ので、たす数を1といくつかの2つに分け
て、たし算します。

9+3→9+1+2→ 10+2=12

45
ページQ　たしざん45

12 22
32 43、13
111 212
315 414
516

たされる数の8はあと2で 10にな
るので、たす数を2といくつかの2つに分
けて、たし算します。

46
ページQ　たしざん46

12 22
32 41、11
111 214
311 414
しき　6+7=13 こたえ　13こ

1

2

1

2

1

2

1

2

3
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2 たされる数のほうが小さいたし
算の計算です。計算方法を確認しながら、
計算するとよいでしょう。
3 あわせる（合併）場面のたし算ですから、
式は7+6=13でもかまいません。

47
ページQ　たしざん47

このようなカードを作って、カード
を利用して、くり上がりのあるたし算の習
熟を図りましょう。

48
ページQ　たしざん48

12
111 214
313 416
511 614

　 （ 　 ）　　（ ○ ）　　　（ ○ ）　　（ 　 ）
しき　8+4=12 こたえ　12だい

1 たされる数を 10にする方法で
計算します。
3 くり上がりのあるたし算と、答え（和）の
大小がわかるか確認します。
4 具体物の計算（増加）をくり上がりのある
たし算で解くことができるか確認します。

1 5+7 8+7 7+6

3+8 4+7 9+8

12 15 13

11 11 17
2 9+5 7+4 9+6 4+8

7+8 6+8 6+6 5+6

1

2

3

7+7 6+9 5+8 9+3

4

くり上がりのあるたし算では、たす
数とたされる数のどちらが 10にしやすい
かを判断する力を養いましょう。

49
ページW　かたちあそび49

あ　　　　い　　　　う　　　　え
　

　（ ○ ）　　 （ 　 ）　　 （ 　 ）　　 （ 　 ）
お　　　　か　　　　き　　　　く

　（ 　 ）　　 （ ○ ）　　 （ 　 ）　　 （ 　 ）

1 身の回りにある立体を大まかに
分類できるようにします。面の形に着目し
て、立体の特徴をとらえさせましょう。
2 面の形に円（まる）があるもの（円柱）を選
びます。

50
ページW　かたちあそび50

　　　　　　　  （ 　 ）　　　  （ 　 ）

　（ ○ ）　　　　（ ○ ）　　　 （ 　 ）

立体を構成している面の形に着目し
ましょう。

1

2

1

2

え お

あ い

う
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51
ページE　ひきざん51

19 22
39 42、3
12 25
34 47
56

「2けた（11～18）-1けた」のく
り下がりのあるひき算の計算のしかたを学
習します。
1 12を 10と2に分け、10から9をひき、
その結果に残っている2をたします。ひい
てからたすので、この計算方法を「減加法
（げんかほう）」と言います。

12-9→ 10-9+2→1+2=3

52
ページE　ひきざん52

18 210
38 41、3
15 26
34 47
58

ひく数が8のひき算です。どれも減
加法で計算します。

11-8→ 10-8+1→2+1=3

53
ページE　ひきざん53

14 25
35 46
56 68
しき　11-4=7 こたえ　7こ
しき　15-6=9
 こたえ　きってが　9まい　おおい。

1 ひく数が6、7の、くり下がり
のあるひき算の練習です。減加法の計算方
法を確認しながら計算させましょう。
2 残りの数を求める（求残）場面のひき算で
す。
3 違いの数を求める（求差）場面のひき算で
す。答え方に注意させてください。

1

2

1

2

1

2

3

54
ページE　ひきざん54

13 21
31 42、8
しき　16-7=9 こたえ　9わ

1 ひく数が小さいとき、順にひい
ていく計算方法を使うことがあります。こ
の計算方法を「減々法（げんげんほう）」と言
います。

11-3→ 11-1-2→ 10-2=8
2 残りの数を求める（求残）場面のひき算で
す。

55
ページE　ひきざん55

たし算と同様に、このようなカード
を作って、カードを利用して、くり下がり
のあるひき算の習熟を図りましょう。

56
ページE　ひきざん56

9
15 29
37 45
58 69

　  （ ○ ）　  （ 　 ）　　　（ 　 ）　  （ ○ ）
しき　14-7=7 こたえ　7ほん

1

2

1 11-2 16-9 12-4

14-7 15-6 17-8

9 7 8

7 9 9
2 15-7 13-7 16-7 12-5

11-5 11-4 16-8 18-9

1

2

3

14-5 17-9 12-7 15-9

4
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2 くり下がりのあるひき算が確実
にできるか確認します。
3 くり下がりのあるひき算と、答え（差）の
大小がわかるか確認します。
4 違いを求める（求差）場面のひき算です。
ひき算では必ず大きい数から小さい数をひ
くので、式を7-14=7などとしないよ
うに注意しましょう。

くり下がりのあるひき算では、ひか
れる数を分解する減加法と、ひく数を分解
する減々法の2種類があります。計算方法
を判断して、早く正確にできるように指導
してください。

57
ページどちらが　おおい／たしざん57

1　 2　

　　（ ）  （ ◯ ） 　　（ ◯ ）  （ ）
116 216 318
414 511 612
714 814 911
しき　8+5=13 こたえ　13わ

1 かさ（容積）を比較できるかを確
認します。

　1は容器の大きさが同じなので水の高さ、
2は水の高さが同じなので容器の大きさを
比べて判断します。
2 1年生で学ぶ主な計算の練習です。まち
がえたら、計算方法を確認して、それぞれ
の単元に戻って練習しましょう。
3 増加の場面のたし算です。

1

2

3

58
ページかたちあそび／ひきざん58

　（ × ）  （ ◯ ） （ ◯ ） （ ◯ ）
17 29
38 43
59 66
しき　12-8=4 こたえ　4こ

1 使われている形は、ましかく（正
方形）とながしかく（長方形）とまる（円）で
す。これらの形を含む立体を見つけます。
2 くり下がりのあるひき算が確実にできる
か確認します。
3 違いを求める（求差）場面のひき算です。
ひき算では必ず大きい数から小さい数をひ
くので、式を8-12=4などとしないよ
うに注意しましょう。

59
ページR　おおきい　かず59

1 十のくらい 一のくらい

4 4
 2 十のくらい 一のくらい

7 3
3 十のくらい 一のくらい

4 6
 4 十のくらい 一のくらい

5 4

2けたの数は、十の位の数字と一の
位の数字を使って表します。数えるときは、
10のまとまりをつくりながら、10のま
とまりがいくつと端数がいくつと考えて数
を表します。

1 あ い う え

2

3

1
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60
ページR　おおきい　かず60

184 270
35、4 46
592 64、7
78、0

2けたの数が、10の集まりと端数
で構成されていることを理解させましょう。
10の集まりの数を十の位に、端数は一の
位に置かれることを確認しましょう。

61
ページR　おおきい　かず61

1 1 0 0  2 1 0 0
3 1 0 0  4 1 0 0

10が 10こ集まって 100になる
ということを、具体物を数えながら身につ
けます。2のように、10が9こと1が 10
こでも 100になることを理解させましょ
う。

62
ページR　おおきい　かず62

163  293
3 　81　82　83　84　85　
4 　50　60　70　80　90　
5 　55　60　65　70　75　
6 　90　89　88　87　86　
1  2 　3

　60　58　 85　68　 91　89
　（◯）　（　）　 （◯）　（　）　 （◯）　（　）

1 数直線を参考にして、100ま
での数の並び方を理解します。数直線上で
は、右へいくほど大きく、左へいくほど小
さくなっていることを確認させましょう。
2 2けたの数の大小の比較は、十の位の数
字を比べて、十の位が同じなら一の位の数
字の大小を比べます。

1

1

1

2

63
ページR　おおきい　かず63

1100と　6で　106
2100と　14で　114
1101、103 2117、119

1 100より大きい数は、「100
といくつ」と考えて数を表します。1のよ
うに、十の位に数がないときは0を書くの
を忘れないよう指導しましょう。
2 100より大きい数の並び方（系列）を問
う問題です。数がどのように並んでいるか
を、まず調べさせましょう。

64
ページR　おおきい　かず64

125  220
134  249
356  467
540  650
760  870

2けたの数を「何十」と「いくつ」に分
けて、「いくつ」の部分をたしたりひいたり
します。

65
ページR　おおきい　かず65

14 23、7 37、27
17 25、2 32、22

2けたの数の簡単な計算を学習しま
す。2けたの数を「何十」と「いくつ」に分け
て、「いくつ」の部分の計算をして、その結
果に何十をあわせます。

66
ページR　おおきい　かず66

しき　40+30=70 こたえ　70まい
しき　50-30=20 こたえ　20まい
150  240
370  430
5100  620

何十と何十のたし算・ひき算は、
10を束にして考えると、1けたの数のた
し算・ひき算で計算できます。

1

2

1

2

1

2

1

2

3
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67
ページR　おおきい　かず67

63
147 268
35、9 490、110
595、105
1100  260
378  490

1 10のまとまりと端数で「何十
何」、10のまとまりが 10こで 100にな
るということを理解しているか確認します。
2 1～32けたの数の構成を確認します。
　45数の系列（並び方）の問題です。4は

10ずつ、5は5ずつ大きくなっています。
まちがえた場合は、数直線を使って考えさ
せるとよいでしょう。
3 12は 10の束で考えると簡単な計算で
答えが出せます。34は一の位の計算をし
ます。

ここでは、2けたの数の数え方や読
み方・書き方に習熟させます。十の位は数
字の位置によって示されることを理解させ
ましょう。また、100より大きな数は、
1年生ではまだ百の位を学ばないので、
「100といくつ」と考えて、100までの数
と同様に表せることを理解することが大切
です。

68
ページT　どちらが　ひろい68

1い 2あ
1い 2あ

1 あといの2辺をそろえて、直接
重ねて広さを比べます。重ねて余りが出た
ほうが広いことに気づかせましょう。
2 1では の数を数えて比べ、いくつ分違
うかで確かめられます。2では、三角形の
板をそれぞれ数えます。

1

2

3

1

2

69
ページY　なんじなんぷん69

19じ 30ぷん
27じ 15ふん
33じ 57ふん

1 2 3

時計の短針は「時」、長針は「分」を表
します。長針が1を指しているときは5分、
2では 10分、3では 15分、……という、
長針の位置と「分」の関係を理解させましょ
う。また、文字盤のあるアナログ時計とデ
ジタル表示との関係も確認させてください。

70
ページU　たしざんと　ひきざん70

あ3にん い7にん
しき　3+7=10 こたえ　10にん
あ14にん い9にん
しき　14-9=5 こたえ　5にん

「～番目」のような順番の数（順序数）
はそのまま計算に使えないので、順序数を
集合数（～にん）に置き換えて計算に用いる
考え方を、図を参考にしながら学習します。
1 「前から3番目までにいる人数は3にん」
と考えて、3（にん）+7（にん）と立式します。
2 「前から9番目までにいる人数は9にん」
と考えて、14（にん）-9（にん）と立式しま
す。

1

2 12

67
8

9 3

4
5

2
111

10

12

67
8

9 3

4
5

2
111

10

12

67
8

9 3

4
5

2
111

10

12

67
8

9 3

4
5

2
111

10

3

12

67
8

9 3

4
5

2
111

10
12

67
8

9 3

4
5

2
111

10
12

67
8

9 3

4
5

2
111

10

1

2
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71
ページU　たしざんと　ひきざん71

あ6こ い3こ
しき　6+3=9 こたえ　9こ
あ5こ い8にん
しき　8-5=3 こたえ　3にん

ものの数を人の数に置き換えたり、
人の数をものの数に置き換えたりして計算
する問題です。図を参考にして、考えさせ
ましょう。
1 「6にんの子どもに配るドーナツの数は

6こ」と考えて、6（こ）+3（こ）と立式しま
す。
2 「5このいすに座ったひとの数は5にん」
と考えて、8（にん）-5（にん）と立式します。

72
ページU　たしざんと　ひきざん72

あ8ほん い6ぽん　おおい
しき　8+6=14 こたえ　14ほん
あ12こ い5こ　すくない
しき　12-5=7 こたえ　7こ

ある数をもとにして、それより多い
場合はたし算、少ない場合はひき算で答え
を求めます。図を参考にして、考えさせま
しょう。
1 「白い花は、赤い花より6本多い」ので、

8+6とたし算になります。
2 「りんごは、みかんより5こ少ない」ので、

12-5とひき算になります。

73
ページU　たしざんと　ひきざん73

あ3にん い5にん
しき　3+1+5=9 こたえ　9にん
あ6にん い4にん
しき　6+1+4=11 こたえ　11にん

問題文に合わせて図を完成させると、
基準となる人の前後の人数に、基準の人の
分の1人を加えれば、並んでいる全体の人
数になることがわかります。

1

2

1

2

1

2

文章をよく読んで、その内容を図に
表すことで、数量の関係が明らかになるこ
とに気づかせましょう。自分で図に表す力
を身につけることは、算数の学習には大変
重要なことです。
　文章題がわからない場合は、できるだけ
図に表して、数量の関係を視覚的にとらえ
られるようにしましょう。

74
ページI　かたちづくり74

1 2 3

 5まい 5まい 6まい

実際に色板を使って、並べながら考
えるとよいでしょう。
2 234は〔れい〕の他にも並べ方が考えら
れます。

75
ページI　かたちづくり75

1 2 　 3
　

 6ぽん 12ほん 12ほん
1　

2

1

2

1

2
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1 ていねいに1本1本数えます。
2 点と点を直線でつなぐことによって、い
ろいろな形をつくることができます。

形づくりの学習では、実際に色板や
数え棒を使って動かしてみることが大切で
す。同じ枚数、同じ本数のものを使っても、
違う形がつくれることを確かめさせましょ
う。

76
ページどちらが　ながい／たしざん／ひきざん76

つくえの　よこ
113 215
311 416
しき　6+7=13 こたえ　13とう
17 29
33 47
しき　17-9=8 こたえ　8こ

1 クレヨン1本分の長さを任意の
単位として、それがいくつ分かで長さを比
べます。
3 具体物の計算（増加）をくり上がりのある
たし算で解くことができるか確認します。
4 くり下がりのあるひき算が確実にできる
か確認します。
5 残りの数を求める（求残）場面のひき算で
す。ひき算では必ず大きい数から小さい数
をひくので、式を9-17=8などとしな
いように注意しましょう。

77
ページなんじなんぷん／たしざんと　ひきざん77

110じ 30ぷん 22じ 15ふん
37じ 45ふん
117 212
318 4100
556 677
79 89
912 070
Q80 W65
しき　13-5=8 こたえ　8にん

1

2

3

4

5

1

2

3

1 時（短針）→分（長針）の順に時刻
をよみましょう。1短針は 10と 11の間
にあるので「10時」、長針は6を指してい
るので「30分」です。「10時30分」は「10
時半」と答えても、正解にしてあげてくだ
さい。2短針は2と3の間にあるので「2
時」、長針は3を指しているので「15分」
です。3短針は7と8の間にあるので「7
時」、長針は9を指しているので「45分」
です。
2 1年生で学習する主な計算の練習です。
くり上がりやくり下がりがあるものは、計
算方法を再度確認しておきましょう。
3 「前から5番目までの人数は5人」と考え
て、13（人）-5（人）と立式します。
図に表すと、次のようになります。

　

78
ページおおきい　かず／かたちづくり78

167 2100
3 　70　80　90　100　110　
4 　98　99　100　101　102　
16まい 210まい 39まい
1 2

　 　

1

2

3
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96

1 12けたの数は、10の束の数
と1の端数の数で構成されていることを確
認します。210が 10こ集まると 100
になることを確認します。34数の系列
（並び方）の問題です。3は 10ずつ、4は
1ずつ大きくなっています。
2 下のように、図に線をかいていくと、何
枚の色板が使われているかがわかります。
1つの方眼に2枚の色板が使われているこ
とにも気づかせるとよいでしょう。

　

3 下のように、図に方眼をかいてみると、
わかりやすくなるでしょう。

　

24/01/12 ドリル　算数　東書１年　解答


	MTS1K079
	MTS1K080
	MTS1K081
	MTS1K082
	MTS1K083
	MTS1K084
	MTS1K085
	MTS1K086
	MTS1K087
	MTS1K088
	MTS1K089
	MTS1K090
	MTS1K091
	MTS1K092
	MTS1K093
	MTS1K094
	MTS1K095
	MTS1K096

